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７ 申請書類の記入例 

⑴  使用許可申請書（第１・３号様式） 

○ 申請年月日、申請者（団体）欄及び太線の枠内のみ記入してください。 

○ 所定のエクセルファイルを使用すると、第３号様式に反映されます。 

○ 学校の行事等で利用する場合は、学校長名で申請してください。 

○ 入所及び退所時刻は、原則として午前９時から午後４時までの間です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 申請書類は、当センターホームページからダウンロードできます。 

URL https://www.pref.kagoshima.jp/kikan/seisyouken/index.html 

 申請者は研修に関する責任者

の職・氏名を記入する。 

 例）園長、代表、会長等 

 センターとの直接連絡者（担当

者）を記入する。 

 納付書送付先が「所在地」と同

じ場合は「同上」、異なる場合は

送付先住所を記入する。 

 参加者全員（引率者・講師等

も含む）の人数を記入する。 

学校等の引率者は「育成関係

者」、25才以上の成人は「その他」

の欄に記入する。 

ただし、企業等の場合は、年齢

に関わらず全て「その他」の欄

に記入する。 

 宿泊者全員（引率者・講師等も

含む）を記入する。 

・ 貸出を希望する設備・用具
等（P.39参照）を記入する。 

・ また、利用に当たって配慮
や支援が必要な場合は電話で
事前に相談の上、記入する。 

・ 国内に住所を有しない外国
人の場合、名簿の備考欄に国
籍・パスポート番号を記入す
る。 
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⑵ 研修日程計画書 

○ 活動プログラム（Ｐ.16～Ｐ.21）を参考に、具体的内容を記入してください。

人数及びグループ数を必ず記入してください。 

 ○ 食堂に弁当を注文する場合（昼食のみ）は、「食堂注文」を選択した上で、事前

に食堂に御相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宿泊研修の場

合は、入所時に

「出会いのつど

い 」「 オ リ エ ン

テーション」（30

分程度）を、退所

時に「別れのつど

い」（10分程度）を

必ず入力する。 

 センターへ

指導（補助）の

依頼を希望す

る場合には○

印を記入する。 

 活動プログラム（Ｐ.16

～Ｐ.21）を参考に、具体

的内容を記入する。野外

協力ゲームや野外炊事

等、グループで活動する

プログラムについては、

人数及びグループ数を必

ず入力する。 

 野外での活動を

計画したときは、

雨天（荒天）プロ

グラム（レクリ

エーションや文化

創作活動等、室内

で活動できるも

の）を必ず計画す

る。 

 食堂利用の場合

は、「食堂注文」、野

外炊事で材料を注文

する場合は「食材依

頼」、弁当を持ってく

る場合は、「弁当持

参」をと選択する。 
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⑶ 名簿 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏名は、18才以上の

方のみ記入する。（た

だし，高校生は除く。） 

 備考には、職等（指導

者、育成会会長、保護

者、講師等）、宿泊の有

無などを記入する。ま

た、国内に住所を有し

ない外国人の場合、国

籍、パスポート番号の

記入をする。 

 使用料の欄には、何

も記入しない。  

 18才以下の幼児・児

童生徒については、備

考欄に区分（幼児、小

学生、高校生等）ごと

の人数を記入する。

（名簿に氏名を書く

必要なし） 
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⑷ 食事申込書  ※ 食堂を利用する団体のみ提出 

○ 「研修日程計画書」（Ｐ.８参照）の食事数と同一になるよう記入してくださ   

い。（「小学生以下」と「中学生以上」の区分を間違えないでください。） 

○ 弁当注文やお子様メニューの注文については、備考欄に記入してください。 

 なお、弁当注文は受取希望時刻を必ず記入してください。 

○ 小・中の内訳の総数が注文数と一致しているか確認してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「小・中別」の数を記入す

る。 

 注文数は、「研修日程計画

書」で記入した数字が表示

されている。  

変更する場合は、「研修日

程表」の数を変更する。 

 野外炊事の場合は、メ

ニューを必ず記入する。 

請求書の送付先住所と氏

名を必ず記入する。 

 食事数に増減がある場

合は、土日祝日を除く利用

日３日前までに直接食堂

に連絡すること（連絡がな

い場合は、団体側の負担に

なる）。 

 野外炊事の場合は、班の

人数構成を必ず記入する

（１グループは８～12人で

構成）。 

 利用形態を必ず選択す

る。 
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⑸ 食物アレルギー個票提出者一覧表  ※ 食堂を利用する団体のみ提出 

○ 食物アレルギー対応についての詳細や食物アレルギーの対象者の状況変更、

対象者の増減等については、食堂と入念に打合せをしてください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食物アレルギー個票を提出した方の名前とエピペン所

持の有無を記入する。    

 なお、対象者がいない場合も氏名欄に「該当者なし」と

記入し、食事申込書と一緒に提出する。 
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⑹ 食物アレルギー個票（記入例）  ※ 食堂を利用する団体のみ提出 

○ 食物アレルギー個票は、保護者又は本人（18 歳以上）が記入し、提出してく  

ださい。 

○ 該当する利用者（または保護者）と確実に連絡が取れるように、緊急連絡先

を正確に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「好き嫌い」「宗教上の理

由」については、対象外とな

る。  

 食物アレルギー個票は、

本人又は保護者が記入す

る。 

対象食材が複数ある場合

には、食材ごとにアレル

ギーの程度（対応）、エピペ

ン所持の有無について，食

したときに表れる症状等に

ついて記入する。 


